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「国産旅客機高性能化技術の研究開発」を取り巻く社会情勢

戦略重点策定時（H18.3） H18.9~H19.8 H19.9～H20.8項目

海外動向

国内動向

JAXA
活動状況

・Superjｅｔ100(露ｽﾎｰｲ社)の初
飛行(2008.5)
・ARJ（中国）開発計画の進行、
大型機市場参入の国家戦略を
提示(2008.5) 
・Learjet85(ﾎﾞﾝﾊﾞﾙﾃﾞｲｱ社)開発
計画の発表(2008)

・MHIとの共同研究（全9項目）
をH15～H19年度で実施

・ICAO騒音基準Chapter 4制定
（2001）
・ﾎﾝﾀﾞＪｅｔ初飛行(2003.12)
・エンブライエル社のＥＲＪ１７０
/１９０,ボンバルディア社のＣＲ
Ｊ７００/９００が運行中。また新
規勢力として、ＲＲＪ計画（露）、
ＡＲＪ計画（中）が発表。

国産旅客機（ＭＲＪ）開発
・正式客先提案(ＡＴＯ)決定
(2007.10)
・事業化判断決定（2008.3.27）
・三菱航空機（株）設立（2008.4)

・航空ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｸﾞﾙｰﾌﾟ・ｼﾝﾎﾟ
（2007.9.13)で広報活動
・差別化技術提供（2008.3)
・低ｺｽﾄ複合材実大主翼試験
のﾌﾟﾚｽ公開（2008.3)
・事業化判断後の協力内容に
関して調整中（2008.1～現在）

・国交省からの受託実績
（新工作技術、新構造材料技
術、先進操縦技術とﾋｭｰﾏﾝﾌァ
ｸﾀｰ）

国産旅客機（ＭＲＪ）開発
・19年度中に正式客先提案
(ATO)と事業化判断の予定

国産旅客機（ＭＲＪ）開発
・想定機体を30～50席クラスか
ら70～90席クラスに変更
(2006.2)し、H19年度の正式客
先提案(ATO)、事業化判断、及
びH23年度の初飛行、H24年度
のT/C取得を計画

・ARJ21(中）に対して71機の
注文。
・燃料の高騰を受け、エアラ
インの関心は、燃費となって
おり、20～79席クラスにおい
ては、ジェット機よりも燃費の
よいターボプロップ機の需要
が伸びてきている。

三菱航空機(株)提供
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項目

海外動向

国内動向

JAXA
活動状況

・P&W社はｷﾞﾔｰﾄﾞﾀｰﾎﾞﾌァﾝｴ
ﾝｼﾞﾝ（GTF）を開発
・GE社はGE36（UDF)の運転

再開を計画中
・ｼﾞｪｯﾄ燃料高騰（2008.5）
$2.2/Gallon→$3.8/Gallon
・ICAOのCAEP6規制が発効
・EUがCleanSkyプロジェクト
を開始(2008.2.6)
・XP-1用XF-7-10が米国
AEDCでATF試験を完了
（2007.12）
・A320用V2500SelectOne
が試験飛行開始(2008.2)
・B787用GenxがFAA型式を
取得（2008.4）

戦略重点策定時（H18.3） H19.9～H20.8

・ｴｺｴﾝｼﾞﾝ・ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの試作
ｴﾝｼﾞﾝに係わる第３期計画
（Ｈ19~H22）が開始される
(2007.4)
・B787用Trent1000がFAA
型式を取得（2007.8）

・エンジン総合開発技術を
目指すエコエンジンプロ
ジェクト実施中。

・環状燃焼器試験設備完
成式（2007.6.7)
・ｴｺｴﾝｼﾞﾝの第3期移行に

伴い、ｸﾘｰﾝｴﾝｼﾞﾝ要素技術
評価会（2007.7.27）を実施

「クリーンエンジン技術の研究開発」を取り巻く社会情勢

H18.9~H19.8

・エアラインの収益悪化
が続き、リージョナル
ジェット機への転換が進
む

・ICAOの騒音規制
Chap.4、排気ガス規制
CAEP4が発効

・環状燃焼器試験で低NOx
性の中間目標を達成
(CAEP4基準-62%)
・ターボファンエンジン運転
試験設備完成式
（2008.3.13)

・航空エンジン環境基準の
強化に関し、ｸﾘｰﾝｴﾝｼﾞﾝ技
術研究（2003.10.1～）を実

施中

・GP7200搭載A380初

飛行

・FAA ETOPS規制緩和
(2007.1.8)
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項目

海外動向

国内動向

JAXA
活動状況

・NASAが超音速ﾋﾞｼﾞﾈｽ
ｼﾞｪｯﾄ（2015就航）、小型
SST（2020就航）の機体概
念提示（2007.11）
・Aerion社の超音速ﾋﾞｼﾞﾈ
ｽｼﾞｪｯﾄに50件以上の仮発
注（40億ﾄﾞﾙ突破）
・日仏SST共同研究の3ヵ
年延長決定（2008.7)

・静粛超音速機技術の研
究開発に関する外部有識
者委員会の設置（2007.9)
・超音速輸送機連絡協議
会の設置（2008.1)

・ICAO(CAEP7)でﾌﾞｰﾑ基
準策定を2013年に決定
（2007.2)

戦略重点策定時（H18.3） H19.9～H20.8

・日仏SST共同研究の継続

・欧州統合超音速ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
(HISAC）計画の進行
（2005年末から4年間）

・米国で各種超音速ﾋﾞｼﾞﾈｽ
ｼﾞｪｯﾄ案が計画

H18.9~H19.8

・静粛研究機設計検討の
主担当会社選定（2008.1）
・NASAとｿﾆｯｸﾌﾞｰﾑﾓﾃﾞﾘﾝ
ｸﾞで5ヵ年の共同研究を合
意（2008.5)
・小型超音速実験機ﾃﾞｰﾀ
解析完了報告会（2008.7)

・ONERAと超音速境界層

で共同研究を継続
（2000.4~現在)
・小型超音速実験機ﾌﾟﾛｼﾞｪ
ｸﾄ事後評価完了（2006.3)

・静粛に関する推進作業部
会報告書の完成（2007.5)
・ICAO(CAEP)にJAXA研
究者がResearch Focal 
Pointとして参画
・ 航空ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｸﾞﾙｰﾌﾟ・ｼﾝ
ﾎﾟ（2007.9.13)で広報活動

・超音速輸送機に関する調
査活動（JADC)の継続

・日本航空宇宙学会にサイ
レント超音速旅客機研究会
が発足

「静粛超音速機技術の研究開発」を取り巻く社会情勢
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項目

海外動向

・米国NextGenが各要素ｼｽ

ﾃﾑの研究開発ﾌﾟﾗﾝを策定
（2008.2)
・米国RTCAが次世代衝突

防止技術の専門委員会を発
足（2008.3) 
・欧州SESARがﾐｯｼｮﾝ定義
ﾌェｰｽﾞを完了（2008.4)

・航空局「将来航空交通ｼｽﾃ

国内動向

JAXA
活動状況

ﾑのあり方に関する産官学の
あり方」勉強会発足（2007.9)

・次世代運航ｼｽﾃﾑ
（DREAMS）のﾐｯｼｮﾝ定義審
査を実施（2007.9.25)
・DREAMSのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ準備
審査受診（2008.4.23）

・消防庁と協力協定締結
（2008.6)

「運航安全技術の研究開発」を取り巻く社会情勢

戦略重点策定時（H18.3） H19.9～H20.8

・羽田空港（H18)、成田空港
(H19)の空港近傍に乱気流

検知用ﾗｲﾀﾞｰを設置

・米国CAPSTONEへの参画
・3NM級ﾗｲﾀﾞｰの飛行実証
・5NM級ﾗｲﾀﾞｰの地上実証

・米国ではFAA、NASA、国
防総省等の連携により2025
年までに航空ｼｽﾃﾑを改革す
る“NextGen”ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを開始
・欧州でもEUROCONTROL
を中心とした”SESAR”ﾌﾟﾛｸﾞﾗ
ﾑで2020年までに空域・管制

ｼｽﾃﾑの再編を計画

・次世代運航方式
NOCTARN統合飛行実証

・ヒューマンエラー防止技術
開発
・ライダ機能モデル（１ＮＭ

H18.9~H19.8

級）の開発

・ＩＣＡＯにおいて、複数乗務
員の協力訓練を強調した新
しい副操縦士のライセンスＭ
ＰＬが制定された
•米国で計測レンジ5kmの搭

載ウインドシアレーダが実用
化（晴天時は使用不可）
•欧州で計測レンジ150m以

下の動揺低減の舵面制御用
ライダーを研究中

・航空輸送安全対策委員会
がヒューマンエラー防止のた
め、訓練のあり方・安全情報
の収集分析、の改善を答申
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